
（事業報告書様式1）

公園施設名：都田公園　庭球場

その他施設
（ｼｬﾜｰ・ﾛｯｶｰ）

4月 888,800 8,800 897,600 3,000 900,600

5月 1,102,200 6,600 1,108,800 3,900 1,112,700

6月 1,046,650 8,800 1,055,450 4,400 1,059,850

7月 1,097,800 6,600 1,104,400 8,100 1,112,500

8月 1,019,700 2,200 1,021,900 13,000 1,034,900

9月 946,000 8,800 954,800 5,300 960,100

10月 832,700 15,400 848,100 3,300 851,400

11月 840,400 8,800 849,200 2,800 852,000

12月 866,800 8,800 875,600 4,400 880,000

1月 786,500 6,600 793,100 2,700 795,800

2月 979,000 15,400 994,400 3,000 997,400

3月 943,800 4,400 948,200 1,500 949,700

計 11,350,350 101,200 11,451,550 55,400 11,506,950

公園施設名：都田公園　運動広場

その他施設
（ｼｬﾜｰ・ﾛｯｶｰ）

4月 88,400 0 88,400 ― 88,400

5月 87,100 5,200 92,300 ― 92,300

6月 72,800 0 72,800 ― 72,800

7月 101,400 7,800 109,200 ― 109,200

8月 106,600 5,200 111,800 ― 111,800

9月 76,700 5,200 81,900 ― 81,900

10月 62,400 0 62,400 ― 62,400

11月 66,300 5,200 71,500 ― 71,500

12月 83,200 0 83,200 ― 83,200

1月 61,100 5,200 66,300 ― 66,300

2月 94,900 2,600 97,500 ― 97,500

3月 35,100 2,600 37,700 ― 37,700

計 936,000 39,000 975,000 ― 975,000

12,481,950

利用料金合計

令和元年度利用料金収入実績

月 施設使用料 ｷｬﾝｾﾙ料金 小計 利用料金合計

利用料金収入計

月別 施設使用料 ｷｬﾝｾﾙ料金 小計
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（事業報告書様式2)

月別 利用回数 稼働率 月別 利用回数 稼働率

4月 471 91% 4月 38 39%

5月 548 91% 5月 38 38%

6月 550 93% 6月 32 35%

7月 594 89% 7月 45 43%

8月 532 87% 8月 45 41%

9月 481 92% 9月 38 42%

10月 442 93% 10月 28 41%

11月 434 91% 11月 33 38%

12月 444 89% 12月 41 51%

1月 413 93% 1月 26 41%

2月 480 92% 2月 41 41%

3月 456 98% 3月 15 50%

計 5,845 91% 計 420 40%

令和元年度公園施設及び有料施設利用回数・稼働率

公園施設名：都田公園　運動広場　公園施設名：都田公園　庭球場
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（事業報告書様式3）

令和元年度公園利用状況
施設：都田公園　

公園全体の利用人数
備考月別

有料施設含む

4,464
5,360
5,096

4月

（有料施設内訳）

2,316 758
2,647 670
2,819 560

5月

743

10月 28

7月 45
8月 45 0 45
9月

0
38

32

計測方法

年間
合計

420 0 420

0 26
2月 41 0 41

受付時に
確認

38

32

0 33
12月 41 0 41

0
28

0 45

3月

12月
1月 413

10月
11月

8月
9月

0 413

受付時に
確認

471

434 0 434
444 0 444

0 548
550 0 550
594 0

15

1月 26

11月 33

0

38
0 38

38

5月 38
6月

15

481 0
532 0 532

12月
11月

合計

施設：都田公園　運動広場

月別
利用件数

市内

3月

4,767
6,019

1,023

848
726
609

市外 合計

年間
合計

5,845 0 5,845

2月
3月

0 471

0 442

480 0 480
456 0 456

481
442

594

548

2,151

7月

4月
5月
6月

月別

2月

0

施設：都田公園　庭球場

計測方法
利用件数

市内 市外

237

28,379 8,915

5,885
3,559

56,787

4月 0

年間合計

659

庭球場 運動広場

2,440
2,193
2,031

2,393

9月

7月

2,040

5,298
3,937
4,092
4,311
3,999 2,127

2,940
2,282

1,237
1月

10月

8月

6月
845
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（事業報告書様式4）

130,800 

通年

・

B

B
京浜警備保障㈱

京浜警備保障㈱

㈱ｴﾑﾃｯｸ・ﾒﾃﾞｨｱ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ

※評価について ： S（極めて優秀）、A（優秀）、B（普通）、C（不良）

4月1日～
3月31日

放送設備点検

夜間警備 ・
夜間の緊急時対応
（職員常駐時間外）

￥ 19,620 

機械警備作動時対応他

73,902 

4月1日～
3月31日

4月1日～
3月31日

京浜警備保障㈱

・ ー

ー

ー

業務の第三者委託実績
施設：都田公園

対応状況評価実施年月日業務 再委託先及び金額内容 年回数

ー

管理棟機械警
備

・

3月27日1回放送設備の点検清掃
￥ 49,500 

AED設置

B

B

AED設置及び消耗品交換
￥

通年

通年
￥
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（事業報告書様式5）

※ 調査費や打合せ等にかかった費用及び労務費は含まれていません

R1.12.11

R2.3.3

令和元年度修繕実績

委託業者名または
直営かの記載

対応状況金額修繕年月日 修繕箇所

施設：都田公園

R1.9.1 刈払機　共立SRC260（Ⅰ類）

ｶﾙﾏｰASK- N23D（Ⅱ類） R1.11.25

部品交換他修繕対応（株）美浜建機

R2.3.20

R2.3.23

部品交換他修繕対応（有）戸塚農機53,906 ￥乗用芝刈機 ﾊﾞﾛﾈｽGM100A（Ⅰ類）

修繕対応（再塗装）直営29,423 ￥有料施設門扉・ｽﾋﾟｰｶｰ柱・得点板

修繕対応（株）ﾃｨｰﾜｰｸｽ55,350 

￥ 7,820 

修繕対応直営26,730 ￥

￥管理棟脇　ﾌﾞﾛｯｸ舗装

部品交換他修繕対応（株）とんぼ電工47,250 ￥園内灯 1箇所球切れ
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（事業報告書様式6）

※令和元年度は備品の増減なし

令和元年度増減備品一覧
施設：都田公園

品名 形状・その他 単価（円）
購入 破棄

増減数 増減理由
数量 年月日 数量 年月日

- -- - ￥ - - - - -
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（事業報告書様式7）

ー ー 今年度該当なし ー

内容及び苦情者

R1.12.2
園内で歩きｽﾏﾎを注意されたが、注
意の仕方が威圧的だった。

R1.11.19
公園利用者の車が路上駐車をしてい
ると苦情。

事故対応
施設：都田公園

年月日 内容及び被害 対応結果

苦情対応報告

対応結果

園内放送等で呼びかけ、該当者に車両を
公園駐車場へ移動してもらった。

歩行者が歩道に広がっていたため、声を
かけた旨を説明した。基本的には自転車
が徐行もしくは降りるが、駐輪場が公園の
奥のため、通行路の再設定を検討予定。

職員にﾋｱﾘﾝｸﾞをしたが、注意をした該当
者は見つからなかった。
念のため、後日に注意の仕方について職
員に周知を実施した。

近隣住民

公園利用者

公園利用者

施設：都田公園

年月日

1

R1.12.2
自転車が来たため通路にいた利用者
に声をかけたところ、歩行者とどちらが
優先なのかと苦情。

2

3
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（事業報告書様式8）

施設：都田公園

① 自主事業を含めた提案事業の方向性と狙いのまとめ
　事業の提案、実施に際しては、
■公平・公正に利用者の声を把握して管理運営に反映すること。
■誰もが安心して安全、快適に利用できる環境とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供すること。
　以上の2点を軸にしながら、利用者ｻｰﾋﾞｽの向上と利用促進についての事業を検討しました。

② 市民ｻｰﾋﾞｽ向上取り組みの考え方

③ 利用促進の取り組み、利用者支援等の取り組みについて

④ 指定管理者が課題に感じている公園運営改善策

■ 路上駐車について

■ 利用者層の薄さ

■ 広域避難場所としての準備

■ 植栽帯の枯損などによる抜け

　公園周辺への路上駐車が見られます。利用者への放送や声掛け、ﾎﾟｽﾀｰ掲示を数年に渡り行った
結果、過去よりも路上駐車の数や苦情数も減少し、今年度は苦情が1件のみという結果でした。引き
続き対応を継続していきます。

市民ｻｰﾋﾞｽの向上や公園の魅力向上・利用促進

　都田公園での管理を通じて、課題に感じたことには以下のことが挙げられます。次年度はそれぞれの事
柄を解決するための取組を行っていきます。

　これまでに培った経験から、公園の実際の特性やﾆｰｽﾞを分析し、もともと公園が持っている「個性（魅
力）」をさらに引き出す為に、当団体が公園管理運営をしていく上での指針として、ﾃｰﾏを設定しました。
「個性」を伸ばすことで、より利用者の皆様のﾆｰｽﾞに応えるとともに、さらに親近感や興味を持っていただく
ことができると考えました。
　都田公園は、ｲﾍﾞﾝﾄを開催するにも資源が少なく、利用者もｽﾎﾟｰﾂ施設利用者が大半を占めるため、ｽ
ﾎﾟｰﾂ施設を利用する企画は成立しますが、それ以外の環境や自然を感じてもらうｲﾍﾞﾝﾄは成立しにくい
か、極端に小規模になってしまうのが現状です。しかし、公園の周囲の環境は、緑が多く、都筑区でも「緑
と水の散歩道」に指定されているほどです。そこで、そういった立地条件を利用して一緒に魅力を高めて
いこうという思いから「小資源　・　借資源」というﾃｰﾏとしました。

　比較的利用が少ない平日にｻｯｶｰ教室およびﾃﾆｽ教室を開催することで、施設の稼働率の増加や安
定化に取り組みました。その他にも七夕まつりや昆虫観察会、寄せ植え教室など、様々な世代を対象とし
た取り組みを行い、公園利用の促進に努めました。
　利用者支援としては、ｽﾎﾟｰﾂ施設の利用者が多いことから、握力計の貸し出しを行い自身の体力を数
値として測れる機会の提供を行いました。また、多くの人が訪れる地域行事が多目的運動広場で行われ
る際には、開催がｽﾑｰｽﾞにできるよう開催予定日の他の施設の使用調整を行いました。その他、災害時
に飲料を提供できる災害ﾍﾞﾝﾀﾞｰ機能搭載の自動販売機の設置など、公園機能の充実にも努めました。

　都田公園は面積の多くを駐車場や有料施設が占めており、公園利用者は有料施設の利用者がほと
んどとなっています。そのため、今後は主な利用者である有料施設を使用する大人や学生を対象とし
た取組を行いながら、児童など現状利用が少ない利用者層が公園に訪れるきっかけとなる取組を行
い、幅広い利用者層を作っていきます。

　園内のﾂﾂｼﾞなどの中低木の植栽帯には、様々な理由で枯れ、不自然な隙間ができてしまっている
箇所があります。今年度には園内の中低木の枝を使った挿し木を行い、捕植用の苗を育成しました。
今後も育成を続け、移植に耐えうる大きさになった段階で植栽帯への捕植を行うほか、横浜市の事業
の一環で行われる苗木の配布などに積極的に参加し、市の事業への協力と植栽帯の復活を行ってい
きます。

　都田公園は川和高校・都田公園一帯として、広域避難場所に設定されています。大型地震などの
可能性が示唆されていく中で、公園が有事の際にはどのような対応・協力をしていくのか、近隣の地域
防災拠点や広域避難場所と情報交換をしながら、検討を進めていきます。
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（事業報告書様式9）

収支決算書（指定管理料のみ） （単位：千円）
当初予算額 補正額 予算現額 差引

(A) (B) (C=A+B) (C-D)

11,950 221 12,171 12,171 0

12,000 0 12,000 11,686 314

1,070 0 1,070 829 241

0 0 0 91 -91

0 0 0 1 -1

25,020 221 25,241 24,778 463

当初予算額 補正額 予算現額 差引

(A) (B) (C=A+B) (C-D)

15,220 0 15,220 18,318 -3,098

15,220 0 15,220 17,880 -2,660

0 0 0 438 -438

980 0 980 1,211 -231

0 0 0 6 -6

368 0 368 177 191

0 0 0 2 -2

0 0 0 78 -78

204 0 204 188 16

132 0 132 112 20

72 0 72 76 -4 AED設置　74

0 0 0 39 -39

0 0 0 1 -1

34 0 34 34 0

0 0 0 1 -1

5 0 5 3 2

369 0 369 648 -279

0 0 0 4 -4

0 0 0 30 -30

430 0 430 216 214

16,630 0 16,630 19,745 -3,115

1,838 0 1,838 2,135 -297

782 0 782 1,136 -354

306 0 306 151 155

0 447

0 401

220 0 220 324 -104

1,000 0 1,000 179 821

149 0 149 130 19 機械警備費 130

3,331 0 3,331 455 2,876

0 0 0 49 -49 放送設備点検 49

3,331 0 3,331 406 2,925 夜間巡回 20

0 0 0 246 -246

0 0 0 10 -10

0 0 0 236 -236

1,805 0 1,805 1,567 238

24,973 0 24,973 24,781 192

47 221 268 -3 271

10,094 0 10,094 9,458 636 駐車場収入、自動販売機収入

8,809 0 8,809 10,145 -1,336 駐車場支出、自動販売機支出

1,285 0 1,285 -687 1,972

750 750 -98

差引

設置管理許可収入合計

共益費（合築等の場合）

公租公課

公租公課（事業所税）

公租公課（消費税）

公租公課（印紙税）

その他公租公課

清掃費

修繕費

機械警備費

施設保全費

設置管理許可支出合計

差引

事務経費

事務経費（本部分）

事務経費（当該施設分）

その他経費（当該公園分）

支出合計

空調衛生設備保守

消防設備保守

電気設備保守

害虫駆除清掃保守

その他保全費・園地管理費

手数料

地域協力費

自主事業費

管理費総合計

光熱水費合計

光熱水費（電気）

光熱水費（ガス）

光熱水費（水道）

光熱水費（下水道）

リース料

事務費

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

使用料及び賃借料

（横浜市への支払い分）

（その他）

備品購入費

図書購入費

施設責任賠償保険

職員等研修費

振込手数料

説明
支出の部

人件費

給与・賃金

社会保険料

通勤手当

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

決算額(D)

自主事業収入

雑入

その他雑入

収入合計

科目

利用料金収入

科目
決算額(D) 説明

収入の部

指定管理料
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（事業報告書様式10）

管理目標 目指す管理指数・数値

・公園管理事務所
の定例会時に、各
種研修を行った。

・本部職員が市や
他団体主催の講
習に参加し、対応
事例などを学ん
だ。

・利用者から寄せ
られる苦情や要
望、相談などにつ
いて、他公園の事
例を踏まえなが
ら、対応内容の検
討・均一化を図る
とともに、利用者の
ﾆｰｽﾞを管理運営
に反映させる。

・公園管理事務所
と公園管理本部で
役割を分担し、円
滑な管理運営を
行う。

・地震等の災害時
に速やかに対応が
できる体制を構築
する。

・定期的な研修な
どを通じて職員のﾚ
ﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ（ﾏﾙﾁｽ
ﾀｯﾌ化）を図る。

・他団体による公
園管理運営の事
例についての視察
や研修を行い、よ
り良い管理運営を
目指す。

・新規雇用時に行う
新規職員研修の他、
月に1回行う定例会
時に接遇や施設点検
等の研修を行う。

・横浜市などが行う研
修会や講習会に公園
管理本部の職員が参
加し、他団体の取り組
みや事例について情
報収集を行う。

・月に1回公園管
理事務所と公園
管理本部で会議
を行い、情報共有
を実施した。

・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの整
備・周知や、台風
等の災害時の対
応優先順位などの
研修・周知を実施
した。

・それぞれの利害関
係者に応じた取組を1
つ以上行う。

・公園の特徴をさらに
引き出す為に、公園
管理運営の指針とし
て、公園の特徴を踏
まえて設定したﾃｰﾏに
沿った事業を実施す
る。

・公園に寄せられた苦
情や要望、相談を随
時公園管理本部に報
告し、月に1回本部職
員を招集して行う会
議にて、他公園での
事例の収集や、対応
方法の検討・共有を
行う。

・ｱﾝｹｰﾄや要望を反
映した取組を1つ以上
行い、利用者満足度
の向上を行う。

・公園管理事務所と
公園管理本部で月に
1回行う会議において
情報の共有や事例の
紹介を行い公園内で
均一な対応を行う。

・災害時に迅速な対
応ができるように、対
応方法についてまとめ
た資料を作り、研修を
行う。

・情報は日々変化
するため、最新の
情報を加味した研
修を行い、職員の
ｽｷﾙｱｯﾌﾟを行い
たい。

・AEDの使い方に
ついて学んだが、
次年度は消防署
に依頼して応急処
置などについても
実践的な研修を
行いたい。

・各種研修を
行うとともに、本
部職員が講習
を受けスキル
アップを図り、
目標を達成し
た。人材育成・研修実

施効果等

施設：都田公園

目標との差異

・各種利害関
係者への取組
と、公園個別の
テーマに関連し
た取り組みを行
い、目標を達
成した。

・公園管理本
部で月1回の
会議を行うとと
もに、利用者
ﾆｰｽﾞのある取
組を継続し、目
標を達成した。

業務運営1
（達成目標、運営
業務の実施方針）

・利害関係者の中
で取組数が少な
かった「地域」に関
する取組を充実さ
せる。

・「借資源」の活発
化に繋げるため、
近隣公園等との打
ち合わせを行い、
新規取組の調整
を進めていきた
い。

業務運営3
（人員配置、緊急
時対応計画、防犯
防災、災害対応）

・公園の利害関係
者に対してﾊﾞﾗﾝｽ
を取りながら、公園
が持っている「個
性（魅力）」を引き
出し、より親しみや
すく、興味を引くよ
うな公園にする。

・月に1回の会
議を通じて情
報共有を行うと
ともに、他公園
での事例を踏
まえながら災害
時の対応方法
を設定して、目
標を達成した。

・地震などで断水
時の対応方法な
ど、公園個別のよ
り具体的な内容に
ついて対応手順を
まとめていきたい。

・地域防災拠点の
訓練などに参加
し、地域の災害対
応についての情報
収集を行う。

・地域行事時の施
設の利用調整や、
生き物に配慮した
草刈の順序など、
各利害関係者に
対して1つ以上取
組を行った。

・公園で開催した
自然観察会では、
公園内だけでな
く、近隣の公園に
も足を運んで植物
観察を行った。
（借資源）
・月に1回会議を
行い、他公園の情
報や対応方法の
共有を実施した。

・自然観察会や寄
せ植え教室の開
催継続要望があっ
たため、次年度の
計画に反映した。

運営目標・実績報告

目標設定の視点 実績
今後の取組
（改善計画）

業務運営2
（利用者ｻｰﾋﾞｽの
向上、利用者
満足度や利用者
数の増、利用
しやすさ向上）

・利用者満足度向
上のため、利用者
参加型の取組を
増やすとともに、販
売系の自主事業
を増加して公園に
足を運ぶ機会の
増加に努める。
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（事業報告書様式10）

今後の取組
（改善計画）

目標設定の視点 管理目標 目指す管理指数・数値 実績 目標との差異

・省ｴﾈﾙｷﾞｰ目的の自
主事業を行う。

・月に1度空調機の温
度設定の確認・見直
しを行う。

・施設の異常や劣
化の見分け方につ
いての研修を1月
に実施した。

・発錆が見られる
施設の再塗装や、
ﾌﾞﾛｯｸ舗装の凹凸
部分の解消などの
不具合を小規模
な段階で対応し
た。

・園内の施設の異
常を日常的な点
検を通じて早期に
発見し、安全性を
確保する。

・発見した異常に
関しては、軽微な
段階での補修を行
い、修繕費用の削
減と施設の長寿命
化に努める。

・施設の異常や劣化
を早く見つけられるよ
うに、公園職員に「横
浜市公園施設点検ﾏ
ﾆｭｱﾙ」を元にした研
修を年1回行う。

・不具合の早期発見
をすることにより、小規
模な修繕で対応を行
い、大規模な案件を
少なくする。

・建物への蓄熱低
減を目的とした緑
のｶｰﾃﾝを実施し
た。

・空調機の温度設
定を確認し、変更
されていないかな
どを確認した。

経費削減策

・電気等のｴﾈﾙ
ｷﾞｰ消費量やｺﾞﾐの
廃棄量を削減する
取組を行う。

・次年度内に目標
となる樹木の剪定
を行いたい。

・引き続き緑のｶｰ
ﾃﾝなどの事業を
継続し、経費削減
に努める。

・引き続き規模が
小規模の内に、駐
車場の白線の擦
れや案内板などの
修繕を実施する。

・研修の実施
や軽微な段階
での修繕を行
い、目標達成。

・剪定適期に
台風直撃によ
る被害などによ
り、作業の手配
ができず10m
以上の樹木の
剪定が実施で
きなかった。

・公園職員で
修繕を行うこと
で、支出を削
減し、目標達
成。

・省ｴﾈﾙｷﾞｰ関
係の取組を行
い、目標達成。

・目標となる10m
以上の樹木は実
施できなかった
が、園内のその他
の高木のは剪定を
行った。

・12月に本部職員
による点検を行
い、指摘された事
項についての対応
を実施した。

・備品には至急入
替が必要となるも
のはなかったが、
検討が必要なもの
があった。

・特殊なものを除
いて、施設の再塗
装などの基本的な
ものは公園職員で
対応した。

・他公園などで報告さ
れるような台風による
倒木被害等を考慮
し、10m以上に大型
化した樹木の剪定を
行う。

・年１回本部職員によ
る実施状況の確認を
行い、必要に応じて安
全対策の改善を図
る。

・備品の中で修繕回
数が多い物や修繕費
用が高額で、購入時
期が古い場合は、破
棄や新品との入替を
提案、実施する。

・修繕や維持管理作
業は基本的に公園職
員で対応し、費用の
削減を行う。

維持管理1
（施設の保守管
理、補修計画）

維持管理2
（清掃、園地維持
管理、災害対応）

・配水池上という
特性に配慮した植
栽管理を行う。

・公園内の植栽、
施設の維持管理
作業において、事
故防止策を講じ、
利用者及び作業
者の安全を守る。

・収入の一部を利
用者還元ができる
ように、収入を増
やすとともに、支出
の削減に努める。収支

（修繕等、収入、
支出）

・入替の検討が必
要な備品について
は、新規購入費用
などを調べ、必要
に応じて横浜市と
の調整を行う。
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（事業報告書様式１1）

※

3

入庫待ちなどにより近隣に迷惑
がかからないよう、利用者が多
い日に誘導員を配置した。

7月

他2件

12月

ｽﾎﾟｰﾂ振興を目的として、児童
向けのｻｯｶｰ教室を行う。

鯉のぼりを掲揚し、季節感を演
出する。

公園や周辺の市民の森で野生
の草花の観察をする。

窓にｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝを設置し、建物
への蓄熱などを抑える

利用者に記入してもらった短冊
を竹へ飾りつけて展示した。

園路健全化計画として、既存灌
木（ｻﾂｷ）の挿し木を実施。

ー 0
緊急時に備え、地域の防
犯活動に貢献した。

通年

ー 0
掲示物やﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにｷｬ
ﾗｸﾀｰを掲載し、ｼﾝﾎﾞﾙと
して活用した。

近隣小学校からこども110番の
家に指定。

通年
広報ﾂｰﾙに公式ｷｬﾗｸﾀｰ「きり
かぶ君」を活用し、親しみやす
いｼﾝﾎﾞﾙとなるよう展開した。

12月
体力測定器具の貸し出しを行
い、健康に関する意識を高め
る。

11月～
12月

収支状況は開催（実施）の実費収支のみで、準備や打ち合わせ時の準備費及び労務費は含まれていません。

19 こどもの家110番

20
ｵﾘｼﾞﾅﾙｷｬﾗｸﾀｰの
活用

16 機関誌の発行 4 0
季節の情報発信を通じ
て、興味関心をもつきっ
かけ作りに貢献した。

四半期
季節に応じた豆知識等をまとめ
た機関誌の発行。

17 ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの更新 ー 0
利用者や職員の危険箇
所の共有に貢献した。

18 交通誘導員の配置 ー 0
ｽﾑｰｽﾞな車両の出入りに
努めたことで、路上駐車
等の削減に貢献した。

11月

随時

災害時における公園の危険箇
所などをまとめたﾏｯﾌﾟを更新し
て掲示。

14 ﾊｰﾌﾞ栽培・紹介 ー -2,580
栽培が主だったが、次年
度は収穫したものを活用
した取組を行いたい。

15 意見箱設置 ー 0
投書はなかったが、配置
やﾚｲｱｳﾄを変えて投書し
やすい環境にしたい。

3月

通年

ﾊｰﾌﾞに触れるきっかけ作りのた
め、ﾊｰﾌﾞ栽培と紹介ﾎﾟｽﾀｰの設
置。

公園窓口の横にｱﾝｹｰﾄを兼ね
た意見箱を設置した。

11 寄せ植え教室 1 -6,200
継続開催の希望がある
など、人気の取組となっ
ている。

13 AED使い方教室 1 -10,000
利用者からの参加者は
いなかったが、職員のｽｷ
ﾙｱｯﾌﾟに貢献した。

12
来園者への体力測定
ｻｰﾋﾞｽ

1 0
有料施設利用者向けに
行った。次回開催する際
は長期間で実施したい。

2月

草花に興味を持ってもらうため、
寄せ植え教室を行った。

緊急時に備え、AEDの使い方を
学ぶ。

自主事業実施報告

9 地域行事への協力 1 0 当日雨天のため中止。

10 ﾚｽﾄﾊｳｽ飾りつけ 1 0
景観性の向上に貢献し
た。次年度は通年で継続
したい。

多目的運動広場での地域行事
に伴い、公園施設の利用調整
協力を行った。

景観性向上のため、ﾚｽﾄﾊｳｽに
ｸﾘｽﾏｽの飾りを設置した。

10月

通年

5月

5月
11月

6月

6月

8月

1

管理を継続することで、
園内の植栽帯の再生に
貢献していく。

-1,080
景観性の向上と建物へ
の蓄熱低減に貢献した。

1 0
今年度は参加者がいな
かったため、広報手段を
工夫したい。

4 自然観察会 2 0

-1,925

-3,780
児童が来園する機会とな
り、満足度向上に貢献し
た。

7
園路健全化　捕植樹木
準備　挿し木の実施

1

6 七夕飾り 1

ｱﾝｹｰﾄに開催継続要望
があるなど、人気のｲﾍﾞﾝ
ﾄとなった。

昆虫を探し、観察することで自
然に興味を持ってもらう。

5 ｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝ

8 昆虫観察会

1

施設：都田公園
事業名 実施結果考察

稼動率の安定化と児童
へのｽﾎﾟｰﾂ振興に貢献し
た。

回数 収支状況

717,200

稼動率の安定化と児童
へのｽﾎﾟｰﾂ振興に貢献し
た。

1 ﾃﾆｽ教室 88

2 ｻｯｶｰ教室 41 106,600

鯉のぼりの掲揚 -27,000
園内の季節感の演出とし
て、景観性の向上に貢献
した。

実施時期目的・内容

ｽﾎﾟｰﾂ振興を目的として、児童
向けのﾃﾆｽ教室を行う。

通年
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（事業報告書様式12）

性別・年齢層

住所 公園やｲﾍﾞﾝﾄを知った方法

公園の利用頻度

来園手段

来園目的

使用した場所

満足度について
施設の清潔さについて 施設の利便性について

安全性について  公園内外の案内について

植栽の管理状態について ｲﾍﾞﾝﾄ、催しについて

売店、飲食ｻｰﾋﾞｽについて 職員の応対について

総合満足度について 再来園の希望

※ 一部項目では複数回答があったため、合計値が回答数を上回る項目があります。

58 0 2

ｲﾍﾞﾝﾄ

ｲﾍﾞﾝﾄ・意見箱以外（聞き取りなど）

ー

ー

36 18 0 6

36 19 0 5
満足
16

23 4

わからない満足
42

29

満足

備考回答数回答方法

654 川崎市
市外の例

9 0 0

市外市内 知人から区の広報
19

女性
10代 20代

普通 不満 わからない 普通 不満
11 1

7

6

満足 普通 不満 わからない

12 39 5 4

また来たい もう来ない わからない

その他

満足 普通 不満 わからない

普通 不満 わからない

5

運動・ｽﾎﾟｰﾂ その他

0 7

普通 不満 わからない

19 18 33

満足 普通 不満 わからない

37 16 0 7

ﾃﾆｽｺｰﾄ 運動広場 ﾚｽﾄﾊｳｽ その他

8

満足
27

30 24 3 3

満足 普通 不満 わからない 普通 不満 わからない

40 12 2 6

6

満足

18 5 6 1 4 34 0
散歩 休息 自然観察 子供と遊ぶ ｲﾍﾞﾝﾄ

毎日 週1～2回 月1～2回

電車 その他
13 15 6 20 4 3 0
徒歩 自転車 ﾊﾞｲｸ 自家用車 ﾊﾞｽ

施設：都田公園

19

50

10

60代 70代 80代
男性

2 3 4 5 4 15 3 0
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代30代 40代 50代

13
多目的運動広場

8 13 2

80代

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ公園ﾎﾟｽﾀｰ

2 2 3 5 3

年1～2回 数年に1回 初めて
1 24 17 11
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（事業報告書様式13）

施設の日常点検の方法などに関する研修。施設の日常点検についてR2.1.2010

11 R2.2.17 AEDの取扱い講習
AEDの取扱い方について、外部講師を招き実践
方式で学ぶ研修。
苦情などに対する基本的な対応方法を共有す
る、利用者対応時の接遇に関する研修。

接遇研修R2.3.1612

研修実施報告

8 R1.11.18 巡視とﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟについて
巡視時の注意点やﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟについての研
修。

6 R1.9.16 緊急時の対応について（事故・気象災害）
事故や気象災害時の緊急対応の仕方について
の研修。

7 R1.10.21 ﾄﾞﾛｰﾝの飛行に関する研修

9 R1.12.16 樹木の管理方法について

ﾄﾞﾛｰﾝの飛行に関する法律や園内での対応方法
に関する研修。

2

R1.6.17 刈払機及び刈込機の使用について
刈払機と刈込機の使用や保管の際に注意する
べき事項についての研修。

3

R1.7.15 害虫(ｹﾑｼ、ﾊﾁ)防除の方法 ﾁｬﾄﾞｸｶﾞやﾊﾁなどの害虫防除に関する研修。

冬季の剪定に備え、樹木の管理方法に関する
研修。

4

5 R1.8.19 労働災害発生時の対応について
勤務中の事故などに関する対応方法などの研
修。

施設：都田公園

個人情報保護法の改正に伴う変更事項の説
明。

R1.5.20 夏の健康管理、熱中症について
夏の作業時においての体調管理の方法、熱中
症になった時の対応方法。

個人情報の取り扱いに関する研修

実施日 研修名 内容及び効果

1 H31.4.15
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